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冬季企画展「昔のくらし、電気のあるくらし」 2022年1/5（水）ー3/21（月・祝）
旧植田家にのこる電気を使わない道具と電化後の道具（電化製品）を比較して展示します。

通常展「大和川付替えと植田家の収蔵品」3/25（金） ー4/25（月） 
大和川付替えの歴史や旧植田家に関するオリジナルのパネルと一部収蔵品を展示します。

※休館日はP15をご覧ください

展示のご案内

NOW PRINTING
（チラシ製作中）



― 3 ―

表紙写真

伝 雪村《破墨山水図》

墨の点と濃淡だけで立体感を表わす破墨の
画法を用いた山水図（伝 雪村 [1492?-1589?]）。水に
浮かぶ舟や旅姿の人物も筆でコミカルに表現
している。夏季企画展「みんなの戯画展」は
4-5 頁を参照。
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令
和
３
年
度  

夏
季
企
画
展 

 

み
ん
な
の
戯
画 

展

 　

ど
の
よ
う
な
物
に
も
何
ら
か
の「
価
値
」が
付
与
さ

れ
、「
価
値
の
な
い
も
の
」も
ま
た
ひ
と
つ
の
価
値
観
で

あ
る
。昨
今
、書
画
や
美
術
・
工
芸
・
骨
董
品
な
ど
で
は

特
に
こ
の
価
値
が
重
視
さ
れ
、「
本
物
」で
あ
る
こ
と
が

良
い
と
さ
れ
て
い
る
。旧
植
田
家
住
宅
所
蔵
の
掛
軸
の

中
に
は
、い
わ
ゆ
る「
偽
物
」（
書
画
鑑
定
の
結
果
）と

い
わ
れ
る
も
の
も
存
在
す
る
が
、そ
れ
ら
は
本
当
に
無

価
値
な
の
だ
ろ
う
か
。現
代
の
価
値
観
で
は
な
く
、「
本
物

の
偽
物
」（
い
わ
ゆ
る
贋
作
）も
ま
た「
偽
物
の
本
物
」

（
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
は
違
う
別
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
で
あ
る
と

い
え
る
。こ
れ
ら
は
人
に
喜
び
や
感
動
を
与
え
る
こ
と

も
で
き
、旧
植
田
家
に
お
い
て
は
往
時
の
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
大
切
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。本
企
画
展
で

は
こ
れ
を「
偽
画
」（
偽
物
の
絵
画
）と
言
わ
ず「
戯
画
」

（
戯
れ
の
絵
）と
位
置
付
け
て
展
示
を
行
な
っ
た
。

【
展
示
品
の
特
徴
】

　

旧
植
田
家
住
宅
で
は
２
０
１
０
年
に
掛
軸
・
扁
額
・

屏
風
な
ど
約
３
０
０
点
以
上
の
書
画
類
に
対
し
、プ
ロ
の

鑑
定
士
に
よ
る
真
贋
鑑
定
を
行
な
っ
た
。そ
の
結
果
、

多
く
は
本
物（
真
作
）ま
た
は
不
明
で
あ
る
と
さ
れ
た

が
、偽
物（
贋
作
）も
み
ら
れ
る
。こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で

金毘羅 土産 十八化

伴林光平之書画

伝 松村呉春《巌上之鷹図》伝 雪村《破墨山水図》

伝 狩野探幽・尚信・安信（合作）

伝 谷文晁・酒井抱一ほか（合作）

←「戯画展
　　展示品目録」
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美
術
的
価
値
に
基
づ
く
真
贋
結
果
で
あ
り
、文
化
的
・

資
料
的
価
値
と
は
ま
た
別
の
も
の
で
あ
る
。

　

本
展
で
は
、１
点
を
除
い
て
、全
て
作
者
不
明
か
贋
作

と
さ
れ
た
掛
軸（
作
者
名
の
前
に「
伝
」（「
〜
の
作
と

伝
わ
っ
て
い
る
」
の
意
味
）
を
表
記
）
を
展
示
し
た
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
元
の
箱
に「
春
夏
秋
冬
」の
季
節
や

「
仏
事
」な
ど
の
文
字
が
墨
書
き
さ
れ
た
紙
が
貼
ら
れ

て
い
る
。こ
れ
は
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
旧
植
田
家
が

日
常
の
中
で〝
時
〟に
合
わ
せ
て
掛
軸
を
掛
け
か
え
た

も
の
と
想
像
が
で
き
る
。

　

ま
た
「
伝 

狩
野
探
幽
・
尚
信
・
安
信
」
三
兄
弟
や

「
伝 

谷
文
晁
・
酒
井
抱
一
・
大
田
南
畝
」の
合
作
の
よ
う

に
、贋
作
で
は
あ
る
が
、同
時
代
に
活
躍
し
た
人
物
ら
の

競
演
や
、「
伝 

雪
村
」の
破
墨
の
画
法
を
用
い
た
山
水

図
の
よ
う
に「
そ
の
様
な
も
の
」が
手
近
に
鑑
賞
で
き
る

の
も
特
徴
で
あ
り
、ま
さ
に「
戯
画
」だ
と
い
え
る
。

【
本
物
の
偽
物
、偽
物
の
本
物
】

　

収
蔵
品
の
価
値
は
ひ
と
つ
の
視
点
で
は
な
く
様
々

な
要
素
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
。も
ち
ろ
ん
本
物
に

勝
る
物
は
な
い
が
、「
偽
物
」も
見
方
を
変
え
る
と「
本

物
」と
な
り
、ま
た
新
た
な
価
値
が
生
ま
れ
て
く
る
。

そ
こ
に
は
人
間
の
営
み
が
感
じ
ら
れ
、現
代
の
私
た
ち

は「
文
化
」と
し
て
そ
の
一
部
を
受
け
継
い
で
い
る
。

（
学
芸
員　

安
藤 

亮
）

この中に１点だけ真作（本物）があります。

《水仙・達磨・竹菊》（三幅対）

《四福神図》（三幅対）《布袋図》《三駒之図》

《猿図》《捉月猿侯図》《寿老人図》《雨中漁舟山水》《三神之図》
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座
敷
で
ゆ
っ
た
り
講
座
２

「
幻
の
銭
湯〝
龍
華
湯
〟と
森
口
留
吉
」

　
「
冷
冷
冷
た
〜
い
水
風
呂
」と
胸
元
に
大
き
く
書
か

れ
た〝
銭
湯
服
〟（
Ｔ
シ
ャ
ツ
）を
着
て
現
れ
た
の
は
、

「
座
敷
で
ゆ
っ
た
り
講
座
」第
２
回
講
師
の
和
田
優
人
氏
。

八
尾
市
に
生
ま
れ
、幼
少
よ
り
銭
湯
に
縁
が
あ
っ
た
と

い
う
和
田
氏
は
、設
計
の
仕
事
な
ど
を
経
て
、現
在
は

銭
湯
の
工
務
店
に
勤
務
す
る
。銭
湯
好
き
が
高
じ
て
職
業

に
ま
で
な
っ
た
和
田
氏
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
い
え
る

「
銭
湯
」が
今
回
の
講
座
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

　

古
い
町
並
み
が
残
る
植
松
に
は
、明
治
か
ら
平
成
ご
ろ

（
最
近
）ま
で「
龍
華
湯
」と
い
う
銭
湯
が
あ
っ
た
と
い

い
、現
在
は
空
き
地
と
な
っ
て
い
る
。地
域
の
人
た
ち

の
記
憶
に
は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

写
真
な
ど
の
資
料
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
こ
と

か
ら〝
幻
〟の
銭
湯
で
も
あ
る
。

　

関
西
の
銭
湯
に
詳
し
く
、龍
華
湯
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
す
る
和
田
氏
が
今
回
明
ら
か
に
し
た
の
は
、こ
の

銭
湯
を
建
て
た
大
工
の
森
口
留
吉
に
つ
い
て
で
あ
る
。

田
井
中
村（
八
尾
市
）出
身
の
森
口
は
、登
録
有
形
文
化
財

に
も
登
録
さ
れ
た
大
阪
の
美
章
園
温
泉
や
源
ヶ
橋
温
泉
、

そ
し
て
大
正
３
年
の
巨
大
娯
楽
施
設
と
も
い
わ
れ
る

築
港
大
潮
湯
を
建
設
し
た
偉
大
な
人
物
で
あ
り
、何
と

龍
華
湯
は
森
口
が
一
番
最
初
に
手
が
け
た
と
考
え
ら
れ

る
銭
湯
だ
っ
た
と
い
う
。

　

当
時
は
銭
湯
を
中
心
に
地
域
形
成
が
進
め
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、龍
華
湯
も
そ
の
例
に
当
て
は
ま
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
。ま
た
建
物
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら

現
存
は
し
て
い
な
い
が
、
航
空
写
真
に
写
る
僅
か
な

建
物
の
影
を
ヒ
ン
ト
に「
大
阪
銭
湯
の
伝
統
形
式
」に

基
づ
い
た
建
物
の
考
察
も
行
な
わ
れ
た
。

　

八
尾
の
隠
れ
た
偉
人
の
発
見
に
つ
な
が
り
、銭
湯
の

奥
深
さ
に
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
た
講
座
と
な
っ
た
。

（
学
芸
員　

安
藤 

亮
）

「水風呂Ｔシャツ」で語る和田氏

銭湯づくしの講座の様子

第 2 回  幻の銭湯“龍華湯”と大工・森口留吉について 9/12（日）
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久
し
ぶ
り
の

 
ぶ
ら
り
大
和
川 

～
太
田
・
沼
周
辺
～

　

昨
年
と
今
年
５
月
に
続
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

緊
急
事
態
宣
言
の
た
め
延
期
と
な
っ
た「
ぶ
ら
り
大
和

川
」は
、10
月
17
日（
日
）に
約
２
年
ぶ
り
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。当
日
も
、前
日
か
ら
の
雨
が
集
合
１
時
間

前
ま
で
降
り
続
き
中
止
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、天
気

予
報
を
信
じ
、絶
好
の
ま
ち
あ
る
き
日
和
で
し
た
。

　

今
回
の
コ
ー
ス
は
、旧
大
和
川
で
は
な
く
、現
在
の

大
和
川
に
沿
っ
て
八
尾
南
・
太
田
・
沼
の
周
辺
を
歩
き

ま
し
た
。集
合
場
所
の
大
正
出
張
所（
コ
ミ
セ
ン
）前

を
ス
タ
ー
ト
し
、早
速
目
の
前
に
は
大
和
川
が
広
が
り

ま
す
。江
戸
時
代
に
旧
大
和
川
の
付
替
え
で
出
来
た
人
工

の
川
で
、今
で
は
当
た
り
前
の
風
景
で
す
が
、当
時
を

想
像
す
る
と
そ
の
歴
史
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

お
な
じ
み
北
村
茂
章
さ
ん
の
説
明
に
よ
る
と「
こ
ん

に
ゃ
く
橋
」
と
よ
ば
れ
る
簡
易
の
橋
も
あ
っ
た
そ
う

で
、そ
の
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
正
小
学
校
前
を
通
り
、下
見
で
は
見
つ
け
ら
れ
な

か
っ
た
旧
の
小
学
校
跡
の
碑
を
発
見
。そ
の
後
も
様
々

な
寺
社
仏
閣
や
公
園
、墓
地
を
巡
っ
て
旧
大
乗
川
跡
を

辿
っ
た
り
、最
後
は
舟
板
塀
の
建
物
を
探
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
ま
ち
あ
る
き
で
、途
中
道
に
迷
っ
て
し
ま
う

初
め
て
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た
が
、ま
た
来
年
も

続
け
て
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
（
ス
タ
ッ
フ
）

2021年10月17日（日）
舟板塀 1 舟板塀 2

太田尋常小学校跡の碑 旧大乗川跡と思われる道大正コミセン前で集合

道に迷ってからの寶殿神社 地域の歴史が分かる墓地 秋祭りは必見の太田八幡宮地蔵の横に公衆電話を発見

目の前に広がる大和川
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初
企
画
！

う
え
ま
つ
劇
場
～
お
庭
で
人
形
劇
・
紙
芝
居
～

　
「
近
く
の
渋
川
神
社
や
植
田
家
の
庭
で
、
人
形
劇
や

紙
芝
居
が
観
れ
た
ら
面
白
い
よ
ね
」と
い
う
こ
と
で
、

昨
年
企
画
し
コ
ロ
ナ
で
中
止
に
な
っ
た「
う
え
ま
つ

劇
場
」を
今
年
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。八
尾
や
周
辺

地
域
に
は
音
楽
や
舞
台
な
ど
文
化
芸
術
に
携
わ
る
一
般

の
方
が
意
外
に
多
く
居
ら
れ
、今
回
植
田
家
ス
タ
ッ
フ

の
周
り
で
人
形
劇
や
紙
芝
居
を
さ
れ
て
い
る
方
々
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

人
形
劇
は「
劇
団
あ
お
む
し
」「
人
形
劇
の
か
ざ
ぐ
る

ま
」「
ク
レ
ヨ
ン
」の
み
な
さ
ん
と
、紙
芝
居
は
個
人
で

活
動
さ
れ
て
い
る
藤
本
陽
子
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ

き
、約
一
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
子
ど
も
た
ち
と
大
人
も

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。屋
外
の
公
演
は
コ
ロ
ナ
対
策

は
安
心
で
新
鮮
で
し
た
が
、風
や
日
光
の
向
き
に
気
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
分
か
り
、次
回
の
課
題

と
な
り
ま
し
た
。ま
た
来
年

開
催
で
き
れ
ば
、ぜ
ひ
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。植4

田
家
住
宅
で
お
待4

ち

し
て
い
ま
す
。

秋
季
イ
ベ
ン
ト
特
集
　
う
え
ま
つ
劇
場
　
古
民
家
フ
ォ
ー

会場の様子
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夜
間
開
館

植
松
灯
籠
の
日
＆
ラ
ン
プ
の
ミ
ニ
展

　

毎
度
お
な
じ
み「
植
松
灯
籠
の
日（
夜
間
開
館
）」を

今
年
も「
関
西
文
化
の
日（
無
料
入
館
日
）」に
あ
わ
せ

て
11
月
20
日（
土
）
に
行
な
い
ま
し
た
。
今
回
は
八
尾

の
ラ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
㈱W

IN
GED

 W
H

EEL

（
北
亀
井
）

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、毎
回
好
評
の「
ラ
ン
プ
の
ミ
ニ

展
」を
座
敷
で
開
催
。い
つ
も
と
違
っ
た
和
の
雰
囲
気

で
新
た
な
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
お
楽
し
み
と
い
え
ば
、主
屋
２
階
の

影
絵
。今
回
は
昨
年
と
同
じ
図
柄
だ
っ
た
た
め
、新
た
な

試
み
と
し
て
庭
の
野
外
灯
を「
竹
燈
籠
」風
に
デ
ザ
イ
ン

し
、影
絵
と
同
時
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
今
年
も
来
場
者
は
少
な
い
様
子
で
し
た

が
、灯
籠
の
灯
り
が
私
た
ち
の
心
を
癒
し
、暗
闇
を
明
る

く
照
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

河
内
の
古
民
家
め
ぐ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

え
え
や
ん
！
古
民
家
フ
ォ
ー
ラ
ム　

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
毎
年
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施

し
て
き
た
河
内
の
古
民
家
め
ぐ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、こ
の
度「
河
内
の
古
民
家
を〝
ま
も
り
・
い
か
す
〟

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、古
民
家
を
中
心
に

各
地
域
で
の
ま
ち
あ
る
き
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
９
月
か
ら

行
な
っ
て
い
ま
す
。旧
植
田
家
住
宅
で
は「
八
尾
の
古

民
家
を
の
こ
す
・
い
か
す
・
あ
そ
ぶ
」を
テ
ー
マ
に
11
月

７
日（
日
）、第
二
弾
の
古
民
家
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
に
旧
植
田
家
元
住
人
、指
定
管
理
者
、

八
尾
市
住
宅
政
策
課
職
員
の
３
名
を
迎
え
、各
講
演
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
質
疑
応
答
）
を
実
施
。

参
加
者
か
ら
の
質
問
も
受
け
、異
な
る
視
点
で
古
民
家

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ラ
ム
　
植
松
灯
籠
の
日（
夜
間
開
館
）  
秋
季
イ
ベ
ン
ト
特
集

2/11（祝）開催の第4弾フォーラム
「ポストコロナの文化遺産活用」

灯りが灯る常夜燈（植松灯籠）
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展示用の解説とパネルを

作成しました！

旧植田家住宅×大阪教育大学 教育コラボレーション演習

　なかなか今では見ない、黒電話。
今回私は旧植田家住宅で初めて黒電話の
使い方を教えてもらいました。やってみると
とても楽しかったので、ぜひ黒電話を知らない子ども
たちにも楽しんでもらいたいと思いました。
　そこで、黒電話を使って119 番（消防署）に 通報する
手順を示した解説書と案内パネルを作成しました。
この解説とパネルの作成後、早速子どもたちが黒電話で
遊んでくれているそうです。
　ぜひみなさんも黒電話を使いに来てください♪♪
大人の方もきっと「なつかしい～！」となるはず！？
土蔵 1 民具資料展示室の白いパネルが目印です！

　「教育コラボレーション演習」は、「地域の子ども達への教育や生活を直接的・間接的に支え
ている様々な現場に本学の学生が赴き、年間 30 時間の教育協働体験学習（サービスラーニング）

を行う」（大阪教育大学教育協働学科 教育コラボレーション演習リーフレット」より引用）大阪教育大学が 2019 年度
からスタートした教育プログラム。今回、旧植田家住宅では 1 名の学生を受入れ、通常業務か
らイベントのサポートなど幅広く活動を行なってもらいました。

黒電話で119番 ここにあるよ！
 ※実際にはつながりません

大阪教育大学 教育コラボレーション演習　     [2021 年 6 月～ 11 月 ]

「旧植田家住宅」の魅力を引き出す
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日日植田家住宅
-日常から日用まで -

雑記帳

第6日：いろんな「流」れの中で

Jin-ryu?

【いまさらながら旧植田家住宅とは】

　河内地域において太古の昔より自然の恵みと

ともに多くの水害をもたらした旧大和川は、

宝永元年（1704）の付替え工事によって流路が

変更され、人々の暮らしを大きく変えました。

その歴史を伝える旧植田家住宅は現在、市の

文化財施設として近世以降の時代や人々との

交流によって支えられ、今日も様々な “ 人流 ”

の真っ只中に立たされています。新型コロナ

流行もまた新たな時流を生み出しました。

厠（かわや）に迷い込む黒い蝶

わたの収穫、 糸つむぎを

体験しました！

旧植田家住宅×大阪教育大学 教育コラボレーション演習

舩原香花（大阪教育大学3回生）

わたの収穫という貴重な体験を
させてもらいました。
開いたわたを少しつまむだけでスッ
ととれて、とても楽しかったです。

旧植田家住宅の「河内木綿体験」では
あらかじめ収穫した綿から糸にする
までを体験することができます。
子どもも大人も熱中する綿繰りや
糸車など昔の道具を使って糸を作っ
てみませんか？
手つむぎの糸は太さを均一にするの
が難しく、きれいな糸を作りたくて
ついついハマります！
みなさんもぜひ来てください。

綿の花は１日でしぼみ、 その後に

できるサクとよばれる実がはじける

と、中からわたが溢れ出します。

これを 「綿が吹く」 といいます。

とれた実綿

糸車で糸つむぎ体験

収 穫（9 月中旬）

豆知識

「河内木綿体験」毎週第一土曜日 （10 時～ 16 時）開催中
◎定 員：1日5組 限定（一人でもOK ! ） ※定員になり次第 終了

流
、
下
流
、
激
流
、
急
流
、
濁
流
、
交
流
、
合
流
、

支
流
、
潮
流
、
清
流
、
海
流
と
い
っ
た
水
流
や

気
流
、
雲
流
、
電
流
、
時
流
、
我
流
、
一
流
、

二
流
、
三
流
、
一
刀
流
、
二
刀
流
、
自
己
流
、

独
眼
流
な
ど
に
も
及
び
ま
す
。
こ
う
し
た
言
葉

は
日
常
の
中
で
も
よ
く
使
わ
れ
、
流
行
の
中
で

※本ページは乱丁・落丁ではなく仕様です。
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四
会
所
だ
よ
り

北
加
賀
屋
新
田
今
昔

　

毎
年
、「
す
み
の
え
ア
ー
ト
ビ
ー
ト
」（
※
）が
名
村

造
船
所
跡
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
も
十
一
月

十
四
日
に
あ
り
、「
住
之
江
の
ま
ち
案
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
」は
、例
年
通
り
近
代
化
産
業
遺
産
に

認
定
さ
れ
て
い
る
造
船
所
跡
地
を
案
内
し
ま
し
た
。

ま
た
、こ
の
機
会
に
北
加
賀
屋
の
歴
史
を
パ
ネ
ル
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

北
加
賀
屋
地
域
は
名
前
の
通
り
、元
々
、加
賀
屋
家

が
累
代
開
発
し
て
き
た
新
田
地
帯
で
し
た
。
最
初

は
天
保
二（
一
八
三
一
）年
に
三
代
目
甚
兵
衛
の
開
発

に
始
ま
り
ま
す
。幕
末
に
は
木
津
川
ま
で
の
広
大
な

新
田
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
木
津
川
河
口
に
築
か

れ
た
突
堤
、名
勝
・
千
本
松
が
間
近
に
あ
り
ま
し
た
。

　

明
治
に
入
る
と
、一
部
の
新
田
が
譲
渡
さ
れ
ま
す

が
、明
治
十
二
年
の「
永
代
田
畑
並
建
屋
売
買
確
証
」

に
は
、
二
十
四
町
余
の
田
畑
が
二
万
千
二
十
八
円

程
で
売
買
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
一
円
が
今
の

二
万
円
相
当
と
し
ま
す
と
約
四
億
円
に
当
た
り
ま
す
。 （29）

　

大
正
時
代
に
な
り
ま
す
と
、
造
船
業
が
奨
励
さ

れ
て
木
津
川
筋
に
は
大
小
の
造
船
所
が
建
設
さ
れ

て
い
き
ま
す
。や
が
て
、藤
永
田
・
名
村
・
佐
野
安
等

の
造
船
所
に
集
約
さ
れ
、第
二
次
世
界
大
戦
を
経
た

後
も
造
船
の
町
と
し
て
活
況
を
呈
し
ま
し
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
に
は
船
舶
の
大
型
化
、
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
後
の
造
船
不
況
の
た
め
藤
永
田
造
船
は

吸
収
合
併
さ
れ
ま
す
。名
村
造
船
所
は
佐
賀
・
伊
万
里

へ
移
転
し
て
い
き
、そ
の
広
大
な
跡
地
は
残
さ
れ
た

ま
ま
に
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、北
加
賀
屋
地
域
は
旧
工
業
施
設
等
を
活
用

し
、「
ア
ー
ト
」を
中
心
に
す
え
た
町
づ
く
り
が
進
ん

で
い
ま
す
。
造
船
所
跡
地
も「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

セ
ン
タ
ー
大
阪
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、「
ア
ー
ト
」

に
従
事
す
る
人
々
の
活
動
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
ト
ビ
ー
ト
で
新
田
開
発
の
歴
史
を
案
内
し

ま
し
た
が
、帰
り
に
南
加
賀
屋
に
あ
る
新
田
会
所
跡

に
多
く
の
方
が
寄
ら
れ
た
と
、後
で
知
り
ま
し
た
。

（
住
之
江
の
ま
ち
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会　

渡
邊
義
通
）

 

※
す
み
の
え
ア
ー
ト
・
ビ
ー
ト　

 

大
阪
・
住
之
江「
北
加
賀
屋
」に

 　

 

あ
る
近
代
産
業
遺
産
・
名
村
造
船
所
大
阪
工
場
跡
を
舞
台
に
、 

　

   

毎
年
開
催
さ
れ
る
ア
ー
ト
な
お
祭
り
。
同
実
行
委
員
会
が
主
催
。

加
賀
屋

新
田

すみのえアート・ビートの会場

残された名村造船所跡地

新田の風景（「水都大阪と住吉」
（住吉歴史案内人の会）講演資料より）
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【
植
田
家
住
宅
の
・
ち
ょ
っ
と
し
た
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
】

　
 

・「
土
蔵
で
ク
ラ
フ
ト
」で
か
ら
く
り
玩
具

＝
２
０
２
１
年
８
月
７
日（
土
）・
18
日（
水
）

　

例
年
、
夏
休
み
に
開
催
す
る「
土
蔵
で
ク
ラ
フ
ト
」

で
は
、身
近
に
あ
る
素
材
を
使
っ
た
小
物
や
玩
具
作
り

を
行
な
っ
て
い
る
。今
回
は
８
月
７
日（
土
）と
18
日（
水
）

に
、か
ら
く
り
玩
具「
と
ん
だ
り
跳
ね
た
り
」と「
変
わ

り
屏
風
」に
挑
戦
。前
者
は
紙
粘
土
で
作
っ
た
人
形
を

固
定
し
た
紙
管
に
輪
ゴ
ム
を
括
り
つ
け
、か
ら
く
り
に

応
用
。後
者
は
定
番
の
玩
具
だ
が
、素
材
に
は
展
示
等

に
使
用
し
た
廃
材
パ
ネ
ル
を
利
用
し
た
。ど
ち
ら
も
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、個
性
豊
か
な

玩
具
が
出
来
上
が
っ
た
。

・「
旧
家
で
記
念
撮
影
～
七
五
三
～
」で
お
祝
い

　   

＝
２
０
２
１
年
11
月
３
日（
水
・
祝
）～
11
月
23
日（
火
・
祝
） 

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
新
規
感
染
者
数
が
少
し
落
ち
着
き
を

見
せ
始
め
た
頃
、今
年
も「
七
五
三
」を
記
念
し
、晴
れ
や
か

な
衣
装
を
着
て
撮
影
に
訪
れ
る
家
族
の
姿
が
み
ら
れ
た
。

特
に
今
年
は
、時
節
柄
、前
撮
り
や
後
撮
り
も
あ
り
、子
ど
も

の
成
長
を
祝
う
気
持
ち
の
強
ま
り
が
感
じ
ら
れ
た
。

・「
航
空
写
真
で
み
る
八
尾
」で
再
発
見

＝
２
０
２
１
年
11
月
5
日（
金
）～
12
月
24
日（
金
） 

　

こ
こ
数
年
で
も
、八
尾
の
風
景
は
少
し
ず
つ
変
化
し
て

い
る
。毎
年
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
す
る「
航
空
写
真
」は
、

昭
和
二
三
年
か
ら
平
成
十
九
年
ま
で
の
ま
ち
の
様
子
を
三

段
階
で
映
し
出
す
。私
た
ち
の
向
か
う
先（
未
来
）は
分
か

ら
な
い
が
、確
か
な
変
化
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◆ 

中
止
に
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト 

◆

８
月

　
・
夏
の
お
茶
会（
協
力
：
八
尾
高
校
）

９
月
～
10
月

　
・
防
災
！
か
ま
ど
で
ご
飯
炊
き
＆
避
難
訓
練

　
・
旧
家
で
観
月
会（
夜
間
開
館
）

　
・
市
内
鉄
道
ま
ち
あ
る
き

　
・
旧
家
で
コ
ン
サ
ー
ト

廃パネルを使った「変わり屏風」

和紙のつなぎ合わせに苦戦

紙管で「とんだり跳ねたり」

個性豊かなからくり玩具が完成
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聖
徳
太
子
が
教
科
書
で
厩
戸
皇
子
と
表
記
さ
れ

て
、そ
の
存
在
の
疑
わ
し
さ
が
通
説
に
な
り
つ
つ

あ
っ
て
も
、
二
〇
二
一
年
は
太
子
が
こ
の
世
を

去
っ
て
千
四
百
年
忌
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、

ゆ
か
り
の
地
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

四
天
王
寺
と
所
縁
の
深
い
今
東
光
が
聖
徳
太
子

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
、改
め

て
あ
れ
こ
れ
読
ん
で
い
ま
す
と
、面
白
い
文
章
を

発
見
し
ま
し
た
。一
九
五
五
年（
昭
和
三
十
年
）に

「
宗
教
公
論
」
誌
上
で
聖
徳
太
子
特
集
が
組
ま
れ

て
い
る
中
に
、東
光
と
前
回
紹
介
し
た
郷
土
史
家

の
牧
村
史
陽
が
仲
良
く
並
ん
で
寄
稿
し
て
い
ま
し

た
。東
光
が
書
い
た
の
は「
太
子
と
文
藝
」と
い
う

一
文
で
し
た
。

　
　

文
芸
作
品
に
現
わ
れ
た
聖
徳
太
子
の
古
い
も
の

　

と
し
て
は
、世
阿
彌
の
時
代
か
ら
、あ
ま
り
へ
だ

　

た
っ
て
い
な
い
頃
に
創
作
さ
れ
た「
上
宮
太
子
」

　

を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は

落
穂
拾
い

　

 -
今
東
光
の
薫
風- 

（四
十
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
・
伊
東  

健

　

む
づ
か
し
い
語
り
も
の
で
、渋
い
も
の
だ
け
に
、

　

あ
ま
り
謡
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。そ
の
上
に

　

舞
も
無
い
も
の
だ
か
ら
、尚
更
ら
一
般
の
人
の
耳

　

に
親
し
く
な
い
の
で
あ
る
。

　
　

こ
う
い
う
幽
玄
な
も
の
は
謡
曲
独
自
の
世
界
の

　

も
の
で
、寧む

し

ろ
演
能
さ
れ
な
い
方
が
好
い
の
だ
。

　

聖
徳
太
子
の
よ
う
な
御
方
を
、形
で
、表
現
す
る
こ
と

　

は
危
険
な
こ
と
で
、若
し
形
に
現
わ
し
た
ら
、ぶ
ち

　

こ
わ
し
だ
と
思
う
。（
後
略
）　　

    

（「
太
子
と
文
芸
」

　

     

昭
和
三
十（
一
九
五
五
）年
四
月
発
行『
宗
教
公
論
』所
収
よ
り
）

　

ど
こ
と
な
く
示
唆
に
富
ん
だ
指
摘
で
す
が
、こ
の

後
さ
ら
に
近
松
半
二
を
中
心
と
し
た
人
形
浄
瑠
璃

の
作
者
た
ち
、狂
言
作
者
で
あ
る
寺
田
兵
蔵
の
足
跡

を
記
し
な
が
ら
、以
下
の
よ
う
に
続
け
ま
す
。

　
　

そ
の
他
の
作
者
等
に
つ
い
て
も
詳
し
く
探
す
と
、

　

も
っ
と
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
思
う
が
、

　

大
阪
の
文
学
者
等
が
聖
徳
太
子
を
描
く
こ
と
に
、

　

か
く
も
熱
情
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
見
出
し
た

　

こ
と
は
僕
の
欣

よ
ろ
こび

と
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。し
か
も

　

日
本
仏
教
に
と
っ
て
最
も
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た

　

聖
徳
太
子
の
よ
う
な
御
方
を
表
現
す
る
の
に
、最
も

　

自
由
な
、最
も
誇
張
す
る
こ
と
の
出
来
る
、最
も

　

非
現
実
的
な
、人
形
に
よ
っ
て
試
み
た
と
い
う
点
を

コ
ラ
ム

　

見
遁の
が

し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。如
何
な
る
古
今

　

の
名
優
が
扮
し
て
も
、聖
徳
太
子
を
眼
前
せ
し
め
る

　

こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。そ
の
限
り
で
、こ
れ
等

　

の
芸
術
家
が
、人
形
の
世
界
に
逃
避
し
て
、こ
の
大

　

聖
者
を
扱
っ
た
こ
と
は
賢
明
だ
っ
た
。（
前
掲
書
よ
り
）

　

こ
の
頃
の
東
光
に
は
自
ら
も
聖
徳
太
子
を
書
こ
う

と
い
う
意
欲
が
あ
っ
た
こ
と
も
明
か
し
つ
つ
、次
の

よ
う
に
文
章
を
締
め
て
い
ま
す
。

　
　

僕
は
、ゆ
く
り
な
く
も
河
内
国
に
住
み
、物
部
氏

　

の
故
地
を
跋

ば
っ
し
ょ
う渉し
て
、聊
か
な
が
ら
史
的
手
が
か
り

　

を
採
拾
し
つ
つ
あ
る
。

　
　

若
き
日
の
聖
徳
太
子
が
戦
っ
た
古
戦
場
の
あ
た
り

　

を
徘
徊
し
な
が
ら
、は
る
か
に
生
駒
山
脈
の
巌
容
を

　

眺
め
、若
き
太
子
も
ま
た
剣
に
倚
っ
て
、こ
の
風
光

　

を
望
観
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
す
る
と
、い
つ

　

の
間
に
か
千
有
余
年
の
昔
に
返
っ
て
、僕
も
ま
た

　

仏
法
の
一
闘
士
と
な
っ
て
、想
い
は
こ
の
河
内
野
の

　

古
戦
場
を
駆
け
め
ぐ
る
の
で
あ
る
。（
前
掲
書
よ
り
）

　

遂
に
書
か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
東
光
版
聖
徳

太
子
物
語
で
す
が
、東
光
が
着
眼
し
た
聖
徳
太
子

の
精
神
性
に
こ
そ
、長
い
年
月
に
お
い
て
も
人
々

の
心
に
灯
り
を
絶
や
さ
な
い
Ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ

が
宿
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

◆聖徳太子 1400 年プロジェクト 八尾は聖徳太子と物部守屋
　公式 HP  https://yao-taishi-moriya.net/
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